
特定非営利活動法人 まちなか考房
入会ご案内

一緒に長岡の「まち」を楽しみませんか？
私たちは、長岡のまちをもっと知り、まちを楽しみ、まちの文化を大事にしていきた
いと活動を続けています。趣旨に賛同いただき、一緒にまちを楽しんでいただける、
そして一緒にまちを元気にしたいと願う皆さんを募集しています。
（主な事業）
　・バル街事業　・ぶら散歩企画　・情報発信（会員の皆様からの情報も配信 )
　・講演会、シンポジウム企画　・各種イベント等支援（チラシデザイン、印刷から　
　  運営協力等）　・その他（まちを元気に！というさまざまな事業企画）
（会員種別）
　　（１）個人会員　　　　　　　　年会費　　５千円
　　（２）法人・団体会員　　　　　年会費　　１万円
　　（３）応援団（サポート会員）　   年会費　　２千円
　　※議決権を有しない会員。各種事業のお知らせやイベント時の会員特典を受けられます。
（入退会）
　入退会はご自由ですが、事務手続きの関係上、必ず事前に事務局までお届けい
ただきたくお願い申し上げます。　
　別紙入会申込書に必要事項をご記入の上、事務局までお申し込みください。
  （ホームページからもお申し込みできます。）

特定非営利活動法人　まちなか考房
代表理事　小川峰夫　（事務局長　大沼広美）

〒940-0062　新潟県長岡市大手通 2-2-6 ながおか市民センター２F
電話  0258ｰ36ｰ3240　 FAX  0258-36-3247

 mail  info@machinaka.biz
  http://koubou.machinaka.biz/　
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　「NPO 法人まちなか考房」の前身である「長岡タウンマネージメント企画運営
会議」は、平成 15 年 4月 1日に発足をしました。
　長岡市民にとって「まち」である中心市街地の活性化という目的をもって、議論
だけではなく、実践を！ とスタートしました。
当時は、全国で TMO 構想が動き始め、滋賀県長浜市での「黒壁のまちづくり」
や長野県飯田市の「飯田まちづくりカンパニー」等、全国の取り組みを勉強しつつ、
長岡でのまちづくりに夢を馳せ、暗中模索の中、さまざまな取り組みにチャレンジ
を！ と動き始めました。
　拠点施設とした「まちなか考房」は、大手通り旧覚張書店さんの閉店を受け、
その跡地を活用し、多くの皆さんとともに壁面のペンキを塗り替え、ホームセンター
で購入したタイルカーペットを敷き詰めるなど手作りでの空間作りを行ない、まち
の情報発信をはじめ、長岡造形大学ギャラリー、長岡戦災資料館を併設、まちな
かコンサートなど手がけ、その後にはチャレンジショップの運営等にも取り組みま
した。
　　　　
　この 10 年で、長岡市の「まちなか」は大きく変貌をとげ、当時の拠点施設「ま
ちなか考房」（覚張書店跡）はフェニックス大手ビルイースト（現、第四銀行）に、
中越地震復興イベントの会場とした厚生会館前広場は「アオーレ長岡」と生まれ
変わりました。
　10 年の節目を迎え、NPO 法人まちなか考房は、さらなる前進を目指し、皆様
方のご協力とご支援を頂きつつ、そして共に！ 長岡のまちを元気にしてまいりたい
と考えております。
  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2014 年 3月　  　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人 まちなか考房

ごあいさつ まちの文化を引き継いでいきたい

　かつて、昭和５０年代の前半ころまでは、デパートが５、６店舗もあり、映画館
や娯楽施設が集積し、料亭も１００軒近くあり、昼夜とわず人が行き交い、週末の
土日には、肩と肩をぶつけ合うほどだった大手通界隈でした。「まち」に行けば、
誰かに会える！何も無くても、町に遊びに行こう！と、この駅前周辺や、厚生会館の
周辺には人で賑わっていたと言われています。
　 郊外分散化した街と高齢化・人口減少は否めない現実であるけれど、その中で
まちを「私たちのまち！」として長岡の文化と共に築いていきたい と考えています。
その昔、城があり、多くの偉人が長岡を作り今、ここに私たちがいます。 私たちは子
ども達に、次世代へと引き継ぐことが重要な役割と考えています。

　ハード面では大きく変貌を遂げている現在、まちの使い方、まちで商売している
元気な店主達と沢山の人を繋げる、そんな活動を続けてきました。 中越大震災復興
イベントでは、イベント事業のノウハウを身につけ、「まちあるき」で歴史に触れ、
新たな発見をする。 店主を講師とした「探見録」で拘りを聞き、店主の人柄に触れる。 
駐車場を利用したビアガーデンは、雨によるハプニングで笑いが起きる。  「ワーク
ショップ」では、他世代の意見を知る。シンポジウムで学ぶ。こうした数々の事業を
継続し、平成２１年に出合えたイベントバル街は、これまでの集大成とした「なが
おかバル街」として開催しています。

　行政や関係団体との連携の難しさも知り、そうたやすくまちづくりが出来るもので
はないことも承知しています。ですが、この１０年の経験を積み、私たちがやって
きたことの一つ一つは長岡の地に種をまいてきたと自負しております。
　ご年配の方達も、まちはこのままでいいのか？と真剣に考え、自分たちに何が出
来るか、を考え、勉強会を開催しまちに関わる人達の声を聞こうとしていたり、まち
なかで活躍している若者（20~30 代）も沢山います。彼らは、学生時代にこの「ま
ちなか」で遊び、買い物をした経験をもっているからこそ、まちと関わっていたいと
感じ，商売をしています。先代が築いてきた店を守り、そして、拘りを持ち、切り開
いて行こうとしています。そんな人達の目は輝き、活き活きとした顔をしています。
私たちはそんな人達と一緒に活動し、沢山の人々の笑顔、笑い顔をこのまちで作っ
て行きたく今後も活動を続けて参ります。       　　　　　（事務局長 大沼広美）

きっと笑顔は出逢いを『出愛』に変える



 活動のコンセプト

ひとをあつめるひとをあつめる
中心市街地にわ
ざわざ足を運ば
せる機会を提供

ひとをつなげるひとをつなげる
中心市街地で活
動する人・組織
の関係性を強化

まちをうりだすまちをうりだす
中心市街地の“セ
ールスプロモー
ション”を実践

3つの活動コンセプト3つの活動コンセプト

　これまで、そして将来を見据えた中心市街地の課題と需要に加え、任意団体の
3年半における経験と蓄積から、3つの活動コンセプトが設定された。

　まちなかに市内外の人を集めるイベント（事業）の企画・運営に関する、これ
までに経験・蓄積してきたノウハウを積極的に活用しながら、タウン・イベンター
的な役割を専属的に担う組織として発展的展開を図っていく。

任意団体
「ながおかタウンマネージメント企画運営会議」

特定非営利活動法人 
                       まちなか考房

（平成 19年 11月 1日設立）

（平成 15年４月 1日設立）

私たちはまちなかを舞台とした、
まちづくりのプラットフォームを目指します。

１．人をあつめる～中心市街地にわざわざ足を運ばせる機会を提供

　行政と純粋民間の間を取り持つ触媒となりうる組織の性格や位置付けを背景
に、各種市民活動や NPO 活動同士、あるいは、それら活動主体と行政を結びつ
ける役割を担う組織として、あらためて展開を図っていく。

２．人を繋げる～中心市街地で活動する人・組織の関係性を強化

　“ まちを売る ” をスローガンとしつつ、伸ばし、改善するべきまちなかのポテ
ンシャルを見極めながら、民間及び行政によるまちづくりのハードとソフト両面
に関する総合プロデューサーとしての展開を図っていく。

３．まちを売りだす～中心市街地のセールスプロモーションを実践

10.23 復興イベント

中心市街地活性化シンポジウム

しゃべり場

イルミネーション

事業・活動内容
１．情報発信事業
まちなか関連マップの制作
まちなかの各種マップを成作。ぶらさんぽマップは店主
の人柄（顔）に注目し、イラストデザインとマッチし、
人気のマップとなった。他にバーマップなど。

伝えたい！
まちの発見 中心市街地（まちなか）に関連する様々な情報に加え、

NPO 活動の報告を含めた情報誌を随時発行！まちの魅
力発見を行うなか、多くの市民に対し、まちなかでの
楽しみ、愛着を感じてもらうことのできる情報の発信。

情報誌「まちなか」の発行（Vol.1～Vol.22）

２．意識啓発事業
中心市街地活性化シンポジウム等

まちづくり関連ワークショップ

市民を対象とした意識啓発

関係者・関係団体を対象とした意識啓発

より多くの多世代にわたる市民を対象に、しゃべり場といっ
たフリｰトークの場から講師を招いた勉強会等を幅広く開催。

中心市街地活性化に向けた手法や組織等のあり方等について
の勉強会やセミナー等を定期的に開催。
また、活性化イベント主催者を交えたシンポジウムはよりわ
かりやすく実践につながっていると考える。

市内小学生を対象とした「まちづくりデザインゲーム」を開
催し、自分たちの街をどう考えるか、将来、どんな街であり
たいかの夢をふくらませる。
また、長岡の魅力発見を目ざした「ながおか元気わくワーク
ショップ」等を年間を継続して開催。新たな魅力発見と、こ
れまでの意見交換から参加者を巻き込んで展開するマップ、
サイトの作成と進展中。

考えたい！
まちのコト

その他

市内大学生や高校生等との協働企画を検討！
総合学習としての年間を通したまちづくり研究や、各種イベ
ントを通した OJT や中心市街地を題材とする研究のサポート
等を実施。

３．イベント事業
中越地震復興イベント

平成 16 年 10 月 23 日 午後 5
時 56 分の震災発生後、復興
のシンボルとしての中心市街
地において、犠牲者の冥福を
祈り復興祈願イベントを企画
実施。現在も継続し、開催。

まちなか散策、まちなか発見イベント

観光ボランティアガイドと
連携し歴史の紹介を合わせ
たまちなか回遊や、個店の
魅力を直に体験し、発見す
る「まち探見録」を継続的
に実施。

まちを楽しんで！
使って！

長岡の歴史を学び、接客サー
ビスの向上として、バーテ
ンダー協会の自主的な勉強
会の補助。

再開発事業、工事期間中に
設置される仮囲いを使って
の演出や歩行者天国での出
店。また、長岡の歴史ある
老舗料亭、芸妓、和文化の
饗宴企画、まちを使ったネッ
トゲームなど非日常的利用。

まちのコンシェルジュ育成

県立長岡商業高校、新大附
属小・中学校、専門学校の
学生が各コーナーを持ち、
まちを使ってハロウィン会
場に化した。今年も商業高
校生を主体に展開する。

ハロウィン企画

その他、活性化イベント

歴史・文化散策マップ ぶらさんぽマップ
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48イーパーク長岡
今朝白1丁目駐車場

44タイムズ長岡駅東

如是蔵博物館

第四銀行
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①

②CoCoLo東口駐車場

③東口自動車整理場

④JR長岡駅東口テレコムビル脇
駐車場

40

長岡駅東口エリア

P PP P100円／30分 150円／30分 180円／30分 その他の料金 長岡市共通駐車券指定駐車場 ※2011年４月市営駐車場料金改定

長岡駅周辺

PARKING MAP NPO法人まちなか考房
http://www2.nct9.ne.jp/tmc-nagaoka/

駐車場マップ
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ま
ち
を
ど
う
や
っ
て
元
気
に
す
る
か
？
」

第
１
回
ど
う
ぞ
の
い
す

「
ま
ち
な
か
っ
て
何
？
何
が
し
た
い
？
」（
し
ゃ
べ
り
場
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
保
井
美
樹
講
演
会（
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

「
ま
ち
な
か
を
盛
り
上
げ
る
主
体
の
検
討-

ア
メ
リ
カ
のBID

の
経
験
か
ら
」

「2025

年
長
岡
の
未
来
像
」セ
ミ
ナ
ー
＆
パ
ネ
ル
展　

講
師
／
池
澤
寛

造
形
大
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
発
表
会

「
長
岡
に
つ
い
て
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
」（
し
ゃ
べ
り
場
１
〜
３
回
）

「
中
心
市
街
地
活
性
化
と
は
！
」／
藻
谷
浩
介
講
演
会（
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

ト
ル
コ
展
／
地
球
広
場「
ト
ル
コ
特
集
」共
催
事
業

な
が
お
か
母
ち
ゃ
ん
の
あ
っ
た
か
市（
ホ
コ
天
）

縄
文
土
器
の
デ
ザ
イ
ン
展

丸
太
椅
子
制
作（
ホ
コ
天
）

　
　
　
　
　
　
　

／
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
村
木
美
貴（
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

「
平
成
15
年
度
ま
ち
な
か
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
」

椅
子
展

「
ま
ち
な
か
・
考
房
」情
報
誌
創
刊
〜
３
号 

発
行

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト「
バ
ル
ー
ン
＆
お
も
し
ろ
自
転
車
」

「
ま
ち
な
か
・
考
房
」オ
ー
プ
ン

「
い
の
ち
の
あ
さ
が
お
」を
育
て
よ
う（
ホ
コ
天
）

「
な
が
お
か
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
企
画
運
営
会
議
」　

設
立

３
・
24

３
・
15
〜
３
・
31

２
・
26

２
・
15

２
・
13

12
・
４

12
・
３

11
・
17
〜
12
・
８

11
・
３

10
・
４

９
・
30
〜
11
・
９

９
・
13

７
・
30

７
・
12
〜
８
・
17

７
・
12

６
・
15

４
・
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
々
は
ど
う
す
る
べ
き
か
〜
」（
し
ゃ
べ
り
場
）

「
震
災
か
ら
の
復
興
〜
中
心
市
街
地
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
越
地
震
・
震
災
復
興
イ
ベ
ン
ト
）

「
ロ
イ
ヤ
ル
チ
ェ
ン
バ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
被
災
地
慰
問
コ
ン
サ
ー
ト
」

「
中
越
・
夢
百
俵
」〜
復
興
へ
の
足
音
が
響
き
始
め
る（
中
越
大
震
災
復
興
イ
ベ
ン
ト
）

ジ
ー
コJAPAN

長
岡
慰
問

Som
ething Else

応
援
ラ
イ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
長
岡
技
術
科
学
大
学
公
開
）

「
匠
陵
講
演
会
」〜
コ
イ
に
引
か
れ
て
宇
宙
ま
で
〜 

御
手
洗
玄
洋

「
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
オ
ブ
ジ
ェ
を
造
ろ
う
」講
座　

中
央
公
民
館

厚
生
会
館
地
区
交
流
イ
ベ
ン
ト「
ま
ち
な
か
ス
テ
ー
ジ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
２
回
ど
う
ぞ
の
い
す

「
な
が
お
か
つ
っ
こ
み
大
会（
ま
ち
な
か
に
来
て
み
た
ら…

）」（
し
ゃ
べ
り
場
）

「
ま
ち
な
か
・
考
房
」情
報
誌
第
４
号 

発
行

な
が
お
か「
イ
イ
ト
コ
ロ
」展　

其
の
弐「
長
岡
駅
」

／（
財
）長
岡
芸
術
文
化
振
興
財
団
と
の
共
催
事
業（
ま
ち
な
か
コ
ン
サ
ー
ト 

）

高
田
元
太
郎
コ
ン
サ
ー
ト
〜
ギ
タ
ー
紀
行 

ス
ペ
イ
ン
か
ら
南
米
ま
で
〜

な
が
お
か「
イ
イ
ト
コ
ロ
」展　

其
の
壱「
ま
い
ま
い
ひ
め
」

３
・
23

１
・
22

12
・
23

12
・
３

11
・
４

10
・
15

９
・
25
〜
９
・
26

９
・
25

７
・
23
〜
８
・
31

７
・
21

７
・
10

７
・
○

６
・
19

５
・
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
大
西
隆
講
演
会

「
長
岡
の
ま
ち
づ
く
り
〜
中
心
市
街
地
が
担
う
べ
き
役
割
〜
」

「
な
が
お
か
・
ま
ち
な
か　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ッ
プ
」　

発
行

「
長
岡
の
中
心
市
街
地
と
ま
ち
づ
く
り
」／
池
澤
寛
講
演
会

震
災
を
契
機
と
し
た「
長
岡
・
ま
ち
な
か
の
都
市
再
生
」／
家
田
仁
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　

商
店
街
の
明
日
は
ど
う
な
る
？
／
福
岡
政
行
講
演
会

「
ま
ち
づ
く
り
は
み
ん
な
の
手
で
」ま
ち
づ
く
り
の
サ
バ
イ
バ
ル
術

中
越
大
震
災
復
興
支
援
カ
レ
ー　

製
作
販
売

「
中
越
の
四
季
50
景
」「
明
治
時
代
の
長
岡
歳
時
記
」絵
画
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
岡
市
震
災
一
周
年
復
興
祈
念
イ
ベ
ン
ト
）

「
復
興
の
集
い
」震
災
米
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
作
り
〜100

メ
ー
ト
ル
に
挑
戦
！
〜

「
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
複
製
画
展
」同
時
開
催「
東
京
大
空
襲
原
画
展
」

「
ま
ち
な
か
・
考
房
」情
報
誌
第
５
号 
発
行

「
獅
誠
館
に
よ
る
獅
子
舞
の
披
露
」（
ホ
コ
天
）

な
が
お
か「
イ
イ
ト
コ
ロ
」展　

其
の
四「
ま
ち
な
か
の
ベ
ン
チ
」

　
　
　
　
　
　
（
新
潟
県
中
越
地
震
・
復
興
支
援
事
業
チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ
イ
ブ
）

「
チ
ャ
リ
ー
ト
＆
ブ
ル
ー
ノ
ー
トJAZZ LIVE

」

な
が
お
か「
イ
イ
ト
コ
ロ
」展　

其
の
参「
ま
ち
な
か
プ
チ
芸
術
め
ぐ
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
潟
県
中
越
地
震
復
興
支
援
事
業
）

「
全
国
一
流
シ
ェ
フ
に
よ
る
カ
レ
ー
料
理
の
饗
宴
」

１
・
18

12
・
○

11
・
26

11
・
21

11
・
５

10
・
○

10
・
23
〜
11
・
26

10
・
23

８
・
１
〜
８
・
21

７
・
12

６
・
12

５
・
○

５
・
１

４
・
○

４
・
23

「
な
が
お
か
歴
史
・
文
化
散
策
マ
ッ
プ
」　

発
行　
　

　
（
中
心
市
街
地
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
診
断
・
助
言
事
業
）

専
門
家
と
の
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ま
ち
な
か
・
考
房
改
修
計
画
パ
ネ
ル
展
／
長
岡
造
形
大
学
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
２
年

『
Ｔ
Ｍ
組
織
化
、具
体
の
事
業
展
開
可
能
性
他
』（
第
３
回
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
）

メ
モ
リ
ア
ル
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業　

駅
前
大
ケ
ヤ
キ

NAGAOKA BAR M
AP 

発
行
／（
社
）日
本
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
協
会
中
越
支
部

メ
モ
リ
ア
ル
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業『
大
手
十
字
路
四
つ
角
』

「
復
興
の
灯
」（
中
越
地
震
・
復
興
２
周
年
祈
念
イ
ベ
ン
ト
）

長
岡JAZZ

ス
ト
リ
ー
ト
／
長
岡JAZZ

ス
ト
リ
ー
ト
実
行
委
員
会

摂
田
屋
水
彩
画
大
会
作
品
展
／NPO

法
人
醸
造
の
町
摂
田
屋
町
お
こ
し
の
会

「
中
心
市
街
地
の
将
来
像
を
語
る
〜
市
民
に
と
っ
て
ハ
レ
の
場
と
は
〜
」（
公
開
意
見
交
換
会
）

ま
ち
な
か
マ
ッ
プ　

制
作
配
布

長
岡
花
火
写
真
展
／
長
岡
ピ
ー
ス
コ
ン
サ
ー
ト

老
い
を
考
え
る
会
講
演
会
／
老
い
を
考
え
る
会

『
Ｔ
Ｍ
事
業
展
開
の
方
向
性
』（
第
１
〜
２
回
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
）

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
協
会
に
よ
る
カ
ク
テ
ル
ブ
ー
ス in KouBou

「
ま
ち
な
か
シ
ョ
ッ
プ
」オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー（
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
）

新
長
岡
の
ヒ
ー
ロ
ー
・
ヒ
ロ
イ
ン
画
展
／（
社
）長
岡
青
年
会
議
所

　
　
　
　

Ｆ
Ｍ
新
潟
で
毎
木
曜
昼
12
時
か
ら
放
送（
中
越
大
震
災
復
興
支
援
企
画
）

「
越
後
長
岡
グ
ル
メ
リ
ポ
ー
ト
〜
新
長
岡
市
へ
よ
う
こ
そ
〜
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
越
大
震
災
復
興
支
援
企
画
）

「
中
越
大
震
災
復
興
支
援
カ
レ
ー
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
ィ
ナ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」

「
ま
ち
な
か
・
考
房
」情
報
誌
第
７
号 

発
行

「
動
き
始
め
た
ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
中
心
市
街
地
構
造
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
長
岡
校
開
校

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
・
丸
山
選
手
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

「
ま
ち
な
か
・
考
房
」情
報
誌
第
６
〜
８
号 

発
行

長
岡
市
制100

周
年
・
合
併
記
念
イ
ベ
ン
ト

３
・
○

１
・
25

１
・
24
〜
２
・
４

12
・
８

12
・
３
〜
３
・
23

11
・
21

10
・
23
〜
12
・
25

10
・
23

10
・
21

10
・
11
〜
10
・
24

10
・
４

10
・
○

９
・
21
〜
10
・
４

９
・
16

９
・
14

８
・
２
〜
８
・
３

７
・
25

７
・
14
〜
８
・
20

７
・
○

６
・
28

６
・
13

４
・
27

４
・
９

４
・
１

２
・
16

11
・
20

11
・
15

10
・
31
〜
11
・
4

11
・
１

10
・
23

10
・
16
〜
10
・
28

８
・
29

８
・
25

８
・
18

８
・
１

７
〜
10

７
・
12

７５
・
５

５４
〜

ま
ち
な
か
コ
ン
サ
ー
ト
５　

県
内
大
学
生
吹
奏
楽
部
合
同
演
奏
会　

 

開
催

「
長
岡
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
」 　
設
立

「
長
岡
市
中
心
市
街
地
整
備
推
進
機
構
」 　
指
定

「
景
観
し
よ
う
！
」建
築
と
都
市
を
考
え
る
会
第
２
回
グ
ル
ー
プ
作
品
展

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ま
ち
な
か
考
房
」 　
設
立

　
　
　
（
新
潟
県
中
越
沖
地
震
・
中
越
大
震
災
３
周
年
復
興
祈
念
事
業
）

「
ま
ち
な
か
イ
ベ
ン
ト
〜
灯
り
・
食
・
音
〜
」

天
地
人
絵
巻
展
／
新
潟
日
報
社

ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
／
藻
谷
浩
介
講
演
会

老
い
を
考
え
る
会
講
演
会

中
心
市
街
地
活
性
化
＆
中
越
大
震
災
・
中
越
沖
地
震
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト　

開
催

カ
ク
テ
ル
ブ
ー
ス in 

長
岡
ま
つ
り
前
夜
祭

ま
ち
な
か
コ
ン
サ
ー
ト
２
〜
４
／
長
岡JAZZ

ス
ト
リ
ー
ト　

開
催

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
弁
当
」　
「
ま
ち
な
か･

考
房
」オ
ー
プ
ン
記
念　

販
売

「
ま
ち
な
か･

考
房
」リ
ー
フ
レ
ッ
ト　

発
行

ま
ち
な
か
コ
ン
サ
ー
ト
１
／
技
術
大･

造
形
大
吹
奏
楽
部
合
同
演
奏
会　

開
催

ラ
ウ
ン
ジ「
ま
ち
な
か
」　

開
設

情
報
誌「
ま
ち
な
か･

考
房
」９
〜
10
号　

発
行

「
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
か
ら
見
た
店
づ
く
り
」／
小
出
正
三
講
演
会

「
ま
ち
な
か
再
生
！
中
心
市
街
地
の
構
造
改
革
」（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
会「
な
が
お
か
木
管
幼
稚
園
」〜
冬
の
お
ゆ
う
ぎ
会
〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
・
10

２
・
22

２
・
11

まちなか考房 活動年表 ①　
平成

年度

１５
平成

年度

１６
平成

年度

１７

平成

年度

１８
平成

年度

１９ な
が
お
か
タ
ウ
ンマ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
運
営
会
議
か
ら

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ま
ち
な
か
考
房
へ（
法
人
格
取
得
）

イ
ベン
ト
等
企
画
運
営
事
業　
　
　
意
識
啓
発
事
業（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム・ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
）　　
　
情
報
発
信
事
業（
情
報
誌・各
種
マ
ッ
プ
な
ど
）　　
そ
の
他

「
ま
ち
な
か・考
房
」 オ
ー
プ
ン 

７
・
12

中
越
大
震
災 

10
・
23

新
潟・福
島
豪
雨 

7
・
23

市
町
村
合
併（
長
岡
、中
之
島
、越
路
、三
島
、山
古
志
、小
国
）

市
制
百
周
年

市
町
村
合
併（
和
島
、寺
泊
、栃
尾
、与
板
）

中
越
沖
地
震 

7
・
16



まちなか考房 活動年表 ②　
平成

年度

２０
平成

年度

２１

平成

年度

２４
平成

年度

２５

平成

年度

２２
平成

年度

２３

長
岡
南
越
路
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ 

開
設

ア
オ
ー
レ
長
岡 

完
成 

４
・
1

ま
ち
な
か
考
房 

十
周
年

大
手
通
中
央
西 

市
街
地
再
開
発
事
業 

完
成

市
町
村
合
併（
川
口
）

大
手
通
中
央
東 
市
街
地
再
開
発
事
業 

完
成

ス
カ
イ
デ
ッ
キ 

完
成

※平成20年度より長岡市中心市街地活性化協議会との共催事業となる（一部除く）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
越
後
長
岡
ひ
な
も
の
が
た
り
関
連
イ
ベ
ン
ト
）

「
ひ
な
ひ
な
大
作
戦
」〜
輝
く
あ
な
た
へ
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
〜

　
　

丸
亀
町
商
店
街
の
活
性
化
の
取
組
み
に
つ
い
て　

参
加

平
成
20
年
度
商
店
街
近
代
化
講
習
会

中
心
市
街
地
活
性
化
促
進
セ
ミ
ナ
ー･

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
宮
市
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会　

視
察
対
応

新
春
ま
ち
な
か
イ
ベ
ン
ト
〜
消
防
出
初
式

わ
が
ま
ち
再
発
見
〜
ま
ち
な
か
散
策
ツ
ア
ー

　
　
　

／
基
本
計
画
認
定
記
念
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ま
ち
が
変
わ
る
！
動
き
始
め
た
ま
ち
な
か
再
生
」

大
ケ
ヤ
キ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
〜
２8
万
人
の
灯
り

「
復
興
の
灯
・
集
い
」（
中
越
地
震
震
災
４
周
年
復
興
祈
念
事
業
）

再
開
発
事
業
仮
囲
い
壁
面
活
用

情
報
誌「
ま
ち
な
か
」13
〜 

17
号　

発
行

　
　
　
　
　
　
　
（
あ
り
が
と
う
厚
生
会
館
イ
ベ
ン
ト
企
画
）

「ONE LOVE 

長
岡
」

「
ま
ち
な
か
・
考
房
」移
転･

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト

「SHOT BAR

ま
ち
な
か
』（
ホ
コ
天
）

桜
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
カ
フ
ェ　

２
・
28

２
・
23

１
・
26

1
・
19

1
・
４

12
・
14

11
・

12
・
８
〜
１
・
15

10
・
23

８７
〜

７
・
５

６
・
21

６
・
1

４
・
19

３
・
26

３
・
2

３
・
1
〜
３

２
・
25

１
・
16

11
・
10

10
・
27

10
・
27

10
・
23

９
・
26

８
・
26

８
・
９

６
・
29

６
・
20

６
・
1

４
・
21

「
ま
ち
な
か
元
気
が
ワ
ク
ワ
ー
ク
」ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２

ぶ
ら
さ
ん
ぽ
〜
ひ
な
め
ぐ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
の
文
化
と
共
に
料
亭
の
味
に
舌
鼓
）

「
長
岡
芸
妓
に
ふ
れ
る
ひ
な
会
席
」「
琴
の
音
色
と
共
に
ひ
な
ラ
ン
チ
」

「
香
道
と
投
扇
興
を
体
験
」

「
ま
ち
な
か
元
気
が
ワ
ク
ワ
ー
ク
」ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
１

地
域
問
題
研
究
会（
名
古
屋
）に
て
講
演

「
秘
宝
を
探
せ
」ネ
ッ
ト
と
リ
ア
ル
体
験
ゲ
ー
ム（
エ
ン
ジ
ン02

）

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
長
岡2012

な
が
お
か
バ
ル
街vol.2

「
中
越
大
震
災　

復
興
の
集
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
心
市
街
地
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ま
ち
な
か
に
笑
顔
を
！
ア
オ
ー
レ
長
岡
を
ど
う
活
か
す
？
」

「100

の
ア
イ
デ
ア
」ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

女
性
だ
け
の
し
ゃ
べ
り
場

ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
ゲ
ー
ム（
表
町
小
学
校
）

ま
ち
探
見
録｢

長
岡
野
菜
を
使
っ
た
ク
ッ
キ
ン
グ
」

な
が
お
か
バ
ル
街vol.1

桜
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
カ
フ
ェ

３
・
15

３
・
３

３
・
2

２
・
28

２
・
14
〜
３
・
14

11
・
26

11
・
23

10
・
26

10
・
23

10
・
６

９
・
11

９
・
７

８
・
21

７
・
24

７
・
11

７
・
9

６
・
26

５
・
24

５
・
23
〜
24

４
・
25

４
・
20

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
心
市
街
地
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）　　
　

「
ま
ち
な
か
を
活
か
す
・
楽
し
む
・
ま
ち
育
て
」／
海
道
清
信   

三
石
秀
樹  

北
原
啓
司

「
琴
の
音
色
と
共
に
ひ
な
ラ
ン
チ
」和
の
文
化
と
共
に
料
亭
の
味
に
舌
鼓

ぶ
ら
さ
ん
ぽ
〜
ひ
な
め
ぐ
り

「
長
岡
芸
妓
に
ふ
れ
る
ひ
な
会
席
」和
の
文
化
と
共
に
料
亭
の
味
に
舌
鼓

「
ホ
ワ
イ
ト
エ
リ
ア
」

「
ま
ち
な
か
元
気
が
ワ
ク
ワ
ー
ク
」ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
心
市
街
地
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
今
の
ま
ち
な
か　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
な
か
」　

北
原
啓
司

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
長
岡2013

「
中
越
大
震
災　

復
興
の
集
い
」

第
10
回 

日
本
都
市
計
画
家
協
会
賞　

優
秀
ま
ち
づ
く
り
賞
受
賞

「
ま
ち
な
か
元
気
が
ワ
ク
ワ
ー
ク
」ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
７

な
が
お
か
バ
ル
街vol.4

「
ま
ち
な
か
元
気
が
ワ
ク
ワ
ー
ク
」ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
６

「
ま
ち
な
か
元
気
が
ワ
ク
ワ
ー
ク
」ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
５

ま
ち
探
見
録「
ぐ
い
呑
み
を
作
ろ
う
」

ま
ち
探
見
録「
寿
司
食
い
ね
え
！
握
り
だ
！
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
ま
ち
な
か
元
気
が
ワ
ク
ワ
ー
ク
」ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
４

な
が
お
か
バ
ル
街vol.3

全
国
中
心
市
街
地
活
性
化
ま
ち
づ
く
り
連
絡
会
議
総
会
・
勉
強
会　

長
岡
大
会

「
ま
ち
な
か
元
気
が
ワ
ク
ワ
ー
ク
」ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
３

桜
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
カ
フ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
越
後
長
岡
ひ
な
も
の
が
た
り
関
連
イ
ベ
ン
ト
）

「
お
ひ
な
さ
ま
料
理
を
楽
し
む
」「
ひ
な
カ
ク
テ
ル
」／
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
協
会

「
バ
ー
マ
ッ
プ
」　

発
行

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
ま
ち
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
目
指
す（
勉
強
会
１
〜
２
回
）

消
防
出
初
式

大
ケ
ヤ
キ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
〜
28
万
人
の
灯
り

〜
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
に
〜
ま
ち
づ
く
り
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
目
指
し
て
〜

中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
施
策
説
明
会(

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク) 　
講
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
心
市
街
地
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

「
食
に
よ
る
ま
ち
な
か
活
性
化
」／
樋
口
勝
博
・
樋
口
十
旨
張
・
上
村
知
世

「10.23

中
越
大
地
震
復
興
祈
念
イ
ベ
ン
ト
〜
あ
の
日
か
ら5

年
〜
」

再
開
発
事
業
仮
囲
い
壁
面
活
用

ま
ち
な
か
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

情
報
誌「
ま
ち
な
か
」18
〜 

20
号　

発
行

桜
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
カ
フ
ェ　

３２２
・
20

２１
・
10

12
・
６
〜
１
・
15

11
・
７

11
・
１

10
・
23

７７
・
７

６
・

４
・
11

探
見
ぶ
ら
さ
ん
ぽ
〜
ひ
な
め
ぐ
り　

　
　
　
　
　
　
　
（
越
後
長
岡
ひ
な
も
の
が
た
り
関
連
イ
ベ
ン
ト
）

「
な
が
し
雛
」「
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
お
ひ
な
さ
ま
」

消
防
出
初
式

大
ケ
ヤ
キ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
〜
２8
万
人
の
灯
り

探
見
ぶ
ら
さ
ん
ぽ
〜
甘
味
処
味
わ
い
コ
ー
ス

「
中
越
大
震
災
〜
復
興
の
灯
り
」

ぶ
ら
さ
ん
ぽ
マ
ッ
プ　

発
行

Jazz&BeerParty in

ま
ち
な
か

ま
ち
な
か
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

情
報
誌「
ま
ち
な
か
」 

21
号　

発
行

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
ま
ち
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
目
指
す（
勉
強
会
３
〜
５
回
）

桜
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
カ
フ
ェ　

３･

５
２１

・
10

12
・
６
〜
１
・
15

11
・
９

10
・
23

９９
・
29

７
・
７

６６
・

４
・
16

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
心
市
街
地
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

「
ま
ち
な
か
活
性
化
と
は
？
」／
今
井
晴
彦
・
山
崎
捷
子

ま
ち
探
見
録 

其
の
四「
大
人
だ
っ
て
楽
し
め
る
！
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
作
り
」

ま
ち
探
見
録 
其
の
三「
ダ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
お
し
え
て
も
ら
っ
ち
ゃ
お
」

ま
ち
な
か
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

ま
ち
探
見
録 
其
の
二「m

iso

ス
イ
ー
ツ
の
堪
能
と
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
」

ま
ち
探
見
録 

其
の
一「
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
の
気
分
に
な
っ
て
」

桜
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
カ
フ
ェ　

７
・
23

７
・
22

７
・
15

７
・
７

６
・
22

６
・
18

４
・
16

ま
ち
探
見
録「
ひ
な
人
形
の
あ
れ
こ
れ
」

ま
ち
探
見
録「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
フ
ー
ド
と
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ッ
ク
』

街
を
楽
し
む
ま
ち
づ
く
り
／
山
﨑
隆（
中
心
市
街
地
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

探
見
ぶ
ら
さ
ん
ぽ
〜
ひ
な
め
ぐ
り　

「
和
菓
子
セ
ッ
ト
を
喫
茶
店
で
」　　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
越
後
長
岡
ひ
な
も
の
が
た
り
関
連
イ
ベ
ン
ト
）

「
創
作
ひ
な
人
形
の
制
作
・
展
示
」「
雅
楽
の
演
奏
と
紙
芝
居
」

消
防
出
初
式

大
ケ
ヤ
キ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
〜
２8
万
人
の
灯
り

探
見
ぶ
ら
さ
ん
ぽ
〜
甘
味
処
味
わ
い
コ
ー
ス

「
中
越
大
震
災
〜
復
興
の
集
い
」

探
見
ぶ
ら
さ
ん
ぽ「
幕
末
の
長
岡
を
歩
く
」

３
・
12

３･

９
３･

７
３･

２
〜
４

２２１
・
８

12
・
６
〜
１
・
15

11
・
９

10
・
23

10
・
８

イ
ベン
ト
等
企
画
運
営
事
業　
　
　
意
識
啓
発
事
業（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム・ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
）　　
　
情
報
発
信
事
業（
情
報
誌・各
種
マ
ッ
プ
な
ど
）　　
そ
の
他



特定非営利活動法人 まちなか考房　定款（抜粋)

（目的）
第3条 この法人は、世代を超えた市民の交流の場を創造し、さまざまな集いや、情報
の発信等を通じて、良好な市街地の形成を図り、以て、まちのにぎわいの再生、中心市
街地の活性化に寄与することを目的とする。
（特定非営利活動の種類）
第4条 この法人は、前条の目的を達成するため、特定非営利活動促進法（以下「法」
という）第２条別表２号（社会教育の推進を図る活動）、及び同３号（まちづくりの推進を
図る活動）、同 ７号（地域安全活動）に該当する特定非営利活動を行う。
（事業）
第5条　この法人は、第3条の目的を達成するため、次に掲げる特定非営利活動に係る
事業を行う。
（１）中心市街地におけるまちづくりに関する情報提供、相談、援助を行うこと。
（２）中心市街地における施設整備に関する事業。
（３）中心市街地における土地の取得、管理及び譲渡に関する事業。 
（４）中心市街地における公共空地等の設置及び管理に関する事業。
（５）中心市街地における公共施設等の管理運営受託に関する事業。
（６）中心市街地におけるまちづくりに関する調査研究に関する事業。 
（７）良好な市街地を形成するためのまちづくりに関する事業。
（８）その他第3条の目的を達成するために必要な事業。
（会員の種別）
第6条　この法人の会員は次の通りとし、正会員をもって特定非営利活動促進法（以
下「法」という）上の社員とする。ただし、人格なき社団が社員となる場合には、その団体
名をもって法上の社員とする。
（１）正会員　（２）サポーター会員　（３）特別会員　

「理事名簿（敬称略）」
　小川峰夫　坂田晃秀　樋口秀　澤田雅浩　伊吹勇亮　猪俣雄大　大原邦夫　
　長谷川隆　藤井英雄　細川恭一　渡邉誠介　大沼広美
　髙野裕（監査）　小室功（監査）　　　　　　　　　　　　　（平成26年3月現在）

vol.1  2012.6.1
参加店舗 63

vol.2  2012.10.27
参加店舗 61

vol.3  2013.5.24
参加店舗 68

vol.3  2013.9.7
参加店舗 63

まちなかが笑顔
であふれる

2009年、函館でスペイン料理店のオーナーシェフ・深谷氏は、スペ
インとの交流イベントの開催に合わせ、函館をスペインの代表的
な食文化である「バル」の街並みに見立てた飲み歩きイベントを
企画・実施したのが「バル街」の始まりです。

2011年、深谷氏との出会いから「ながおかバル街」は私たちが思い描く「まちなか」の姿が！ マップ
を片手に「まち歩き」「飲み歩き」「食べ歩き」参加者と店舗オーナー、そして参加者同士の出会い、
コミュニケーションがそこにはありました。
2012年6月1日 第1回「ながおかバル街」は、予想を超える反響をいただき、今年5月には第5回目を
迎えます。また、「バル街」は現在、三条、上越、新潟、また、富山県魚津市、そして長野県長野市と広
がり、北信越バル街ネットワーク会議（事務局：NPOまちなか考房）を設立し、連携を深めています。

ながおかバル街 vol.2

10.27　
14:00～24:00(sat)

【参加店】

【チケット販売所】

長岡のまちなかが一夜のバル街に

5 枚つづりのチケットとマップを手に、中心市街地のさまざまな店を訪ね歩くイベント「バル街」
「弘前市」に加えてバル街発祥の地「函館市」からも応援出店！
バルタクシーとして長岡市ハイヤー協会（全８社）のタクシー利用可 !

ITAMARU・Restauranto UONI・Rojo・Su pendio・ 居酒屋 呑んた・割烹 魚仙・欧風料理 ニコラス・大寿司本店
オカフェ・割烹 魚栄・割烹 魚仁・カフェアゼリア・カフェ 郭公・カフェ食堂 BONBON・季節料理と地酒 南天
キャラメルママ・クッチーナ ヒコ・ショットバー Angie・新天街 大鮨・すし和風料理 米八・たちばな本舗
ダイニングカラオケGRANPIA・中国四川料理 喜京屋・中国料理 桃花苑・中国料理 龍圓 城内町店・日本料理 彦乃
ビアホールBADEN-BADEN・マンジャーレ＆シャムロック・やき鳥 串鐵・洋酒の店 黒船
洋食 松キッチン・料亭 かも川本館・料亭 いまつ・レストラン ロワール・ワインバー スタシオン・ワインバー VITIS
和風パスタ＆お酒 FATO・和洋料理 松葉館
☆BACKPACKER KITCHEN SIESTA☆Beer dining P's☆Cafe ぐうぐう☆Jazz Café 音食☆アキナイ酒場 ますます
☆居酒屋 亀家☆イタリアンダイニングConTenTo☆割烹 魚よし☆カクテル＆ビストロ 深川☆気分屋 うめ吉
☆熊本火の国ラーメン☆酒味の郷 囲炉り☆日本料理 此の花☆もつ焼き 多しろ☆レストラン ナカタ
★レストラン山崎 [ 弘前市 ]★ガストロノミーヴァリアドス（クラブガスバリ）[ 函館市 ]

※営業時間は店によって異なります。
○まちなか考房　　○まちなか観光プラザ
○カーネーションプラザ　　○長岡商工会議所
○参加店　ほか

前売りチケット
1 冊（￥700×5枚）

当日チケット
1 冊（￥800×5枚）

￥3,500
￥4,000

※当日チケットはバル街本部のみで販売
※いずれも販売枚数に限りがあります。※インターネット予約可能　http://www.e-netcity.jp/nagaokabar/　

9/27より発売開始 !

主催：ながおかバル街実行委員会（事務局　NPO法人まちなか考房）　共催：長岡市中心市街地活性化協議会　
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☆今回初参加店　★特別参加店

BAR101PROOF・BAR 辛夷・BISTRO BOULEAU BLANC・BOOZE・Café 茶蔵・Caffe&Bar  PASSAGE

なぜ、

一日の開催？

　盛り上がりが出るからです。
お祭りは人が沢山集まるから面白さが増します。
バル街はハシゴをして楽しむ企画なので、店内
や、路上で同じ目的の人達が溢れている方が楽し
いと思うんですよね。

20代後半〜ご年配の方まで幅広く参加
して下さっています。

土曜開催だと、早い時間から廻れる方も多
く、お子さんと一緒のファミリーの姿も！

『昔はよくまちで飲んだモンだ。今はめっき

し出なくなったけど、このバル街をきっかけ

に、なじみだった店へ行ってみたよ。やー、

マスターは変わらんかったね。』

『すごい人だ。昔はこんな感じで人が出てい

たんだよね。その頃に戻ったような感じだ』

『もう、お客さんが楽しそうで、楽しそうで。

自分もお店を閉めて参加したい！』

マップを持っている事でバル
街の参加者だと一目でわかります。
すると、同じ参加者という仲間意識
が自然に生まれ、自然に声を掛け話
をしたくなるんですね。

参加者同士？

どの年齢層が多い？

市外、県外からの参加者もたくさん！

『最初は自分店だけお客さんが来てくれれば！と思っ

たけど、2回目からは違うな！と考えが変わった。

バル街は色んな店を廻ってもらう。それがこの企画の

楽しみ方で、まちの面白さにも繋がるんだと思った』

『とにかく旨い物食べて、飲んで。仲間には会える

し、新しい店も発見出来る。大将、マスターとの会

話は楽しい。』

『お馴染みの店だって、いつもとは違う雰囲気に

なるんだから、やっぱり行かなきゃ。』

お客様の
こえ

おみせの
こえ

ながおかバル街

『やっぱりお客さんの笑顔を見ることが

料理人の喜び！』


